
会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
◆年会費 4,000円 毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。
◆終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

梅窓会では会報・ブログ等に皆様の近況や同窓会・同期会、同窓生同士の旅
行記事等を掲載いたします。記事投稿をご希望の方は毎月第2土曜日（8月除
く）午後2時～4時に運営委員会までお電話をお願いします。またパソコン＆電
子メールを活用されている方は、「梅窓会ブログ」内メールで直接記事を投稿す
ることも可能です。あなたの情報をお待ちしています。

会費納入はカンタンです！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。

＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
梅窓会 広報部会

検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

検索梅窓会ブログ

同窓会情報＆投稿記事・募集中！

昭和14年3月1日発行の「講談社の絵本　明治・大正　偉人絵話」

カラー印刷、全88ページを手に入れました。小学生を対象にした

絵本で、当時は沢山このような絵本が町の本屋で売られ子供達に

は大変人気がありました。テレビもゲームも携帯、ネットもない

時代で子供たちは絵本や漫画本によって世の中のいろいろな情報

を得ていました。

巻頭にはこんな紹介があります。「日本が特に目覚ましい発展をし

た明治から大正の御代にかけて……（途中略）……学問をすすめて

くださった偉い人たちの御恩は、いくらお礼を言っても言い切れま

せん。」この文を読んでピンときた日本学園卒業生の方は多いので

はないでしょう

か。パラパラと

絵本をめくると

教育関係では慶

應義塾大学の福

沢諭吉、早稲田

大学の大隈重信

と並んで日本学

園の創立者杉浦

重剛先生も名を

連ねているではないでしょうか。

日本の教育の礎を創った人の中

に東宮御学問所において皇太子裕仁親王（昭和天皇）に倫理を御進

講する担当に大抜擢された杉浦重剛先生がしっかりと紹介されてい

るのです。

中を開くと当時の一流の画家が腕を振るって偉人たちを描いており

ます。（杉浦重剛先生は洋画家吉邨二郎（よしむらじろう）よって

描かれております。）生まれた人の順に紹介されており、ざっと選

ばれた偉人を紹介いたしますと、勝海舟、大村益次郎、岩倉具視、

西郷隆盛、大久保利通、木戸孝允、福沢諭吉、岩崎弥太郎、井上馨、

三条実美、板垣退助、大隈重信、渋沢栄一、伊藤博文、大山巌、新

島襄、陸奥宗光、桂太郎、寺内正毅、児玉源太郎、杉浦重剛、小村

寿太郎、後藤新平など31

名の偉人が紹介されてお

ります。

日本学園が創立130年を

迎える新年にあたり、と

ても嬉しい絵本の紹介を

させていただきました。

S44年卒　中村　隆

学校法人日本学園　榎本龍幸理事

長は自宅で静養されておられまし

たが、昨年12月初め緊急入院され、

12月11日午前8時7分脳出血の為急

逝されました。享年75歳。

葬儀は上野の寛永寺輪王殿で16日

に通夜、17日に告別式が榎本家と

日本電設工業（株）の合同葬として執り行われました。JR・旧国鉄

関係者を始め本校関係者など多くの方々がお別れに参列されました。

ご冥福お祈りいたします。

榎本理事長は本校在学中には軟式テニス部で活躍され、昭和32年に

卒業されました。卒業後もテニス仲間との付き合いを続けられてい

ました。（関連記事 Baisoukai Today VOL.1に掲載）

その後日本大学工学部電気工学科へ進まれ、卒業と共に日本国有鉄

道（国鉄＝現JR）に入社され、全国で活躍されました。昭和62年4月

のJR民営化にあたって当時北海道で勤務されていました榎本さんは

東日本鉄道会社（JR東日本）初代の松田社長の勧めで、JR東日本の

発足に取締役総合企画本部経営管理部長として参画されました。平

成2年常務取締役総合企画本部長、平成4年常務取締役東京地域本社

長を歴任されました。　

平成6年からは日本電設工業株式会社の代表取締役副社長、翌年代表

取締役社長となられました。平成14年代表取締役会長、相談役など

の要職を歴任されました。その後は国鉄・JRのOB会会長や社団法人

「日本の伝統を守る会」の理事長など多方面で活躍されました。

それらの要職の傍ら平成9年から母校の日本学園の評議員を務められ、

平成18年からは前任の佐川弘理事長の後任とし

て、理事長に就任され改革の真っ直中での訃報

に接しました。

後任の理事長には、理事長代行をされています

堀内優憲理事が就任されました。

子供達にも大人気だった杉浦重剛先生

若手OB・在校生活躍

本校 榎本龍幸理事長が急逝

講談社の絵本　明治・大正 偉人絵話

絵本には日本の教育の礎を創った教育者として慶應義塾大学の福沢諭吉、早稲田大学の
大隈重信と並んで日本学園の創立者杉浦重剛先生も偉人として紹介されています。

講談社の絵本　明治・大正 偉人絵話

杉浦重剛先生紹介のページ

同窓生を囲んで梅窓会総会での１コマ
（中央が榎本理事長）

堀内優憲　新理事長

慶應義塾の福沢諭吉 早稲田の大隈重信

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には、多彩な分野で活躍する日校健児が沢
山おります。このページでは新しいステージで奮闘する若手ＯＢ、文武両道で母校を
リードする在校生にスポットを当てて紹介いたします。

佐山こうた（平成12年卒・柔道部OB）　ジャズピアニスト

日本学園柔道部出身でピアニストという異色の経歴の持ち主、佐山こうた氏

平成12年度卒業の佐山こうた氏は、16才より独学でジャズの勉強を始め日本学園高校卒業、ボストン

のバークリー音楽院に入学。音楽理論の基礎を学ぶ。2004年から日本で活動開始。稲垣吾郎、相川七

瀬、倉木麻衣、はるな愛など様々なアーティストのピアノを担当し、CD制作のディレクターも務める

など多方面で活躍中です。今年6月には女優渡辺えりの還暦記念コンサートツアーや作詞家売野雅勇

（2億4千万の瞳、ジュリアに傷心など）プロデュースによるロシア人シンガーユニット「MAX 

LAXURY」の赤坂BRITZライブなど、見応えのあるライブが控えています。今年の活躍にもどうぞご期

待下さい！

「トライアスロン強化拠点」として、全国の中高から唯一選ばれました。
日本学園の運動部で今熱い注目を集めているのが「トライアスロン部」です。スイム・バイク・ラ

ンを連続で行い、その合計タイムを競う競技。高校生はスイム750m、バイク20km、ラン5km（オリ

ンピック正式競技距離の半分）。中学生はさらにその半分です。明治大学や各トライアスロン連合

などとも合同練習をしながら、全国大会に出場を目標にしています。ジュニアオリンピック代表選

手と競り合うだけでなく、最近は脅かす存在になりつつあります。2014年度から日本トライアスロ

ン連合により「トライアスロン強化拠点」として、全国の中高から唯一選ばれました。トライアス

ロンをやりたくて本校を受験したいという中学生も増加傾向とのことです。期待の運動部です。

日本学園 サッカー部、新人戦強豪多摩大目黒高校を破って優勝! 
去る12月23日、日本学園サッカー部は第6地区の新人戦で多摩大目黒高校と決勝戦で対戦し、見事

優勝。優勝カップを持ち帰ることができました。新チームはまだまだ発展途上ですが、これから

試合ごとにグングン実力を付けてくるのは間違いなく実に楽しみなチーム。次戦は4月の関東大会

都予選。各地区（全8地区）から勝ち上がってきた強豪チームが相手です。皆様の絶大な応援をお

願いいたします。

為替株式学習部、「ヤマト運輸高校生経営セミナー」全国大会決勝戦に出場！
世界情勢から為替レートを予想したり、株式購入体験を通して社会とのつながりを学んだり、経済

にかかわるいろいろなコンテストに出場しながら知識を深める大変ユニークな部活動です。日本経

済新聞社主催学生円ダービー、野村証券主催ストックリーグ、りそな銀行主催エコノミクス甲子園、

ジュニアアチーブメント主催の知の甲子園などの大会に参加しており、様々な賞も獲得しており

着々と実力を付けております。また専修大学や麗澤大学など大学が主催する経営コンテストなどに

も積極的に参加、大学に入学してからの講座も体験しております。いま部員が取り組んでいるのは

「ヤマト運輸高校生経営セミナー」です。東日本地区予選を勝ち抜き2月の決勝戦に進むことが決ま

りました。ぜひ良い結果報告を持ち帰って欲しいものです。

沖縄「とまりんフェスタ2013」でのライブ。
キーボードを弾く佐山こうた氏（左から二人目）

ヤマト運輸株式会社の担当者（左側の二人）と
の勉強会で的確なアドバイスを受ける部員達

新人戦で優勝カップを手にして喜びのポーズ

※主な実績：学生円ダービー　優勝（2007年）、ユニーク賞（2001年）。ストックリーグ　敢闘賞（2006年）。麗澤大学企業経営チャレンジ　優秀賞（2012年、2011年）。
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日本学園の歴史を現す戦前の
校友会委員章バッチと
剣道部のベルトのバックル

文武両道で躍進する母校は本年創立130年を迎えます。その母校を支

える梅窓会は種々の事業を展開しています。その梅窓会も今年の総

会は、6月開催を予定しています。例年同様に梅窓会の事業計画/予

算案や前年度の決算報告などの審議を行いますが、本年は3年に1度

の会長改選期にもあたりますので、多くのOB各位のご参加をお願い

致します。

本年の総会の会場はここ数年使用していました青山の「ホテルフロ

ラシオン青山」が昨年で営業を終了しましたので、会場を変更して

行います。

学園の創立130周年記念行事は、梅窓会としても多くのOB各位が参加

いだけるようスタッフ一丸となって企画を練っています。最近は若手

の会員の参加が増えてきていますが、今年卒業された方を始めより多

くのOBの参加を期待してお

ります。活気ある梅窓会にし

て、OB全員で学園盛り上げ

て行きましょう。

梅窓会総会の会場と「日本学

園梅窓会会長選出要領」など

の詳細は5月発効の会報83号

に掲載致します。

日本学園の歴史を現す希少な品物を誌面にてご紹介いたします。どれ

も校章の八咫鏡（やたのかがみ）が中央にデザインされており戦前の

日本中学校時代に作られたものです。左は校友会委員章バッチで、裏

には「日本中学校　校友会委員章　純銀」とあります。純銀製で七宝

焼きが施されており当時としても高価なバッチです。右はベルトの

バックルで「贈呈　昭和十年一月　日本中学校　剣道部」とあります。

こちらも純銀製と思われます。OBの方やご家族の方でこれらを持っ

ている、または見たことがあるなどの情報をお持ちであれば、ぜひ梅

窓会までご連絡ください。後輩達に当時のOB会や運動部の活動など

についてお話いただければと思っております。

日本学園中学校の入試の応募倍率
日本学園の中学と高校の入試も終わり、いつものように静かな学園に

戻り、残すのは３月初めに実施される卒業式のみとなりました。気に

なる日本学園中学校の応募倍率速報が中学受験大手の予備校、日能研

より公表されていましたので、お知らせいたします。入試情報誌など

によりますと近年の私立中学への受験者数は経済情勢、少子化、公立

中高一貫校の台頭などの影響で毎年減少傾向にあります。この厳しい

環境に対応するため学園では入試説明会を増やし、さらに初めての試

みとしてナイト説明会（保護者の仕事が終わってからの説明会）を開

催しております。また入試では特進5回目を実施しています。日本学

園中学校の結果は以下の通りです。4月からは溢れんばかりの夢と希

望を持った頼もしい新入生が日本学園の校門をくぐります。梅窓会は

心から彼らを歓迎し、応援していきます。

昭和初期、明大前駅は影も形も無かった
日本学園は昭和11年（1936年）10月18日から新宿淀橋から現在の松原の

新校舎に勉学の地を移し現在に至っていますが、OBの皆さんが3年間あ

るいは6年間お世話になった明大前駅は昭和初期発行の東京世田谷松原

地域の古い地図を見てみますと明大前駅は、まだ影も形もありません。

左の地図ではまだ井の

頭線も開通しておらず、

京王線（旧京王電気軌

道）は代田橋駅の次は

「松原駅」という駅が

今の明大前駅より少し

西側に存在し、次の駅

が下高井戸駅となって

おります。さらに下の地図は井の頭線がやっと開通しましたが、明大

前駅はなく現在の明大前駅よりやや北側に「西松原駅」が出来ており

ます。すでに東松原駅がありましたので西松原駅という駅名にしたも

のと思われます。その後昭和10年（1935年）にこの松原駅と西松原駅

を合体させ明大前駅としたようです。そして明大前駅が出来て1年後

の昭和11年に日本学園は新宿淀橋から現在の松原の地に移ってきたこ

とになります。

※資料によりますと、明大

前駅は大正2年（1913年）

京王電気軌道の火薬庫前

駅として開業。大正6年

（1917年）松原駅に改称

し、昭和10年（1935年）

に明大前駅に改称、現在

に至っています。

昭和42年卒 同期会開催～岡田晃忠先生を偲ぶ 昭和38年卒 同期会『三八会』開催
去る９月27日、ご逝去された岡田晃忠
先生の四十九日に昭和42年卒の同窓
生が集まり、先生のご冥福を祈り、旧
交を温めました。向かって左上から時
計回りに、山中・ 松井 ・大石（三笑亭夢
太郎） ・鮫島・ 桜井 ・佐藤。高校３年生
のとき、英語のゼミで『Common 
sense in low』『If's of the history』を
読んだことが思い出されます。
レポート：S42年卒 松井啓真氏

2015年２月１日（日）東横線自由が丘の中華料理店「状元樓」にて「恩師渡
辺克夫先生御夫妻を囲む会」に教え子達6名が集まりました。
渡辺先生は早稲田大学卒業後、昭和32年から平成12年まで永年に亘り
日本学園中学・高等学校の社会科（日本史）教師として教壇に立たれる一
方、教頭、副校長を歴任されました。学園関係では杉浦重剛先生を始め日
本中学・日本学園の資料研究の一人者としての他、日本歴史関係などの
多数の著書があります。生徒指導においては学級担任、新聞部・柔道部等
の顧問などをされました。今年の先生を囲む会は、在校中に新聞部に所
属された学園の前事務長和田英昭（S37年卒）、川本雅之（新聞部＝S38
年卒）、清水正敏（クラスの教え子）、内
藤雅司、松永直司（以上S41年卒）、上
野健（柔道部＝S45年卒）の各氏6名が
集い渡辺先生御夫妻を囲み、年代を超
えた教え子達が当時の学園生活を先
生との思い出等昔話に花を咲かせて
盛り上がる中散会しました。
レポート: S38年卒 川本雅之氏

平成26年11月９日（日）、今回の同期会は還暦を祝う会で正式に『三八
会』が発足して以来、10年の節目と古希を祝う会として母校に21名が集
まりました。卒業以来50数年ぶりに母校を訪問した者も何名かおり、校
内を散策しながら青春時代を過ごしたそれぞれの思いを胸に、50年前の
当時とほとんど変わらない学び舎を見て感激していました。高校入学時
に写真を撮った同じ正面玄関で記念
撮影。本校を後に明大前駅近くの中華
料理店『栄新楼』にて懇親会。訪問した
母校の昔話、各人の近況報告等に話を
咲かせる中、盛会裡のうち終了いたし
ました。
レポート: S38年卒 川本雅之氏

レポート：S38年卒 川本雅之氏恩師渡辺克夫先生御夫妻を囲む会 バスケット新人戦試合を応援バスケット部ＯＢと
梅窓会運営委員有志

去る１月11日の日曜日、都立駒場高校体育館でバスケット部「新人戦本
大会兼関東新人大会都予選」が行われました。熱心なバスケOB、梅窓会
運営委員有志の面々も応援に駆け付けました。日本学園はリードされる
場面もありましたが、後半から攻撃にスピードとロングパスなどの多様
な変化をつけ66：59で都立駒場高校を突き放し３回戦へと駒を進めま
した。こうやって日本学園の看板を背
負って戦っている頼もしい後輩たちで
す。ＯＢの皆さん、どうか会場に足を
運んで後輩たちに向かって声を出し
て応援してください。これが選手たち
の大きなパワーになり良い結果に繋
がっていきます。文武両道の日本学園
です。ひとりでも多くの日学ファンの
声援をお願いいたします。

今年の梅窓会総会は６月に開催 長い歴史を誇る日本学園には沢山の同窓会があちこちで開かれております。学友や試験、部活動の思い
出、恩師の思い出など多感な年代を日本学園で過ごしたそれぞれの思い出を各人の近況報告等を交えて
語り合い旧交を温めております。併せて部活動を側面から応援するOB達、同窓会を支えるOB組織であ
る梅窓会運営委員の活動もご紹介いたします。　

同窓会・梅窓会
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正面玄関で記念撮影

熱心に応援してくださるバスケ部ＯＢと梅窓会運
営委員有志

日本学園生徒会は1954年

（昭和29年）5月8日に結成

され、昨年で60周年を迎え

ました。梅窓会では昨年6

月の『総会・懇親会』に、

顧問の増山先生と第60代、

61代の生徒会生徒4名を迎

え、この慶事を盛大にお祝

いしました。そしてこの度、

記念品として制作していた

『生徒会結成 60周年記念盾』が完成。副会長宮原氏が校長室を訪問

し、小岩校長へ贈呈いたしました。

楯にはスクールカラーの『紫紺』で本染めしたミニ校旗と記念写真、

プレートが組み込まれています。記念写真は初代生徒会長の田尻氏と

副会長の安藤氏、第60代・61代の生徒会の諸君と校長先生、梅窓会

OB代表が一堂に介した貴重な

ショットです。生徒会の後輩

諸君、これからも日学生の誇

りを胸に、学園の新しき歴史

を拓くリーダーとして、さら

なる活躍を期待しています。

日本学園生徒会結成60周年。母校生徒会に『記念楯』を贈呈

渡辺克夫先生御夫妻を囲んで

岡田晃忠先生の遺影を囲んで先生のご冥福を
祈り、旧交を温めました

梅窓会副会長宮原氏が校長室を訪問し、小岩校長へ
60周年記念盾を贈呈いたしました

昨年６月に行われた梅窓会総会にて
初代生徒会長 田尻氏より、現生徒会副会長へ目録贈呈いたしました

昭和 29 年７月、生徒会
発足を伝える日本学園新
聞「倶進」第 27号
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大東京市区分地図（昭和９年 雄文館発行）

新大東京全図（昭和７年 文彰堂編集部発行）

2015 年度、日本学園中学校の入試応募倍率

SS特進 1回／ SS特進適性検査：4.2 倍

SS特進 2回：1.1 倍 SS 特進 3回：1.4 倍

SS特進 4回：2.5 倍 SS 特進 5回：3.4 倍

日本中学校の校友会委員章バッチ 日本中学校の剣道部バックル

Baisoukai Today



日本学園の歴史を現す戦前の
校友会委員章バッチと
剣道部のベルトのバックル

文武両道で躍進する母校は本年創立130年を迎えます。その母校を支
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の会長改選期にもあたりますので、多くのOB各位のご参加をお願い
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の会員の参加が増えてきていますが、今年卒業された方を始めより多

くのOBの参加を期待してお

ります。活気ある梅窓会にし

て、OB全員で学園盛り上げ

て行きましょう。

梅窓会総会の会場と「日本学

園梅窓会会長選出要領」など
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窓会までご連絡ください。後輩達に当時のOB会や運動部の活動など

についてお話いただければと思っております。

日本学園中学校の入試の応募倍率
日本学園の中学と高校の入試も終わり、いつものように静かな学園に

戻り、残すのは３月初めに実施される卒業式のみとなりました。気に

なる日本学園中学校の応募倍率速報が中学受験大手の予備校、日能研

より公表されていましたので、お知らせいたします。入試情報誌など

によりますと近年の私立中学への受験者数は経済情勢、少子化、公立
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環境に対応するため学園では入試説明会を増やし、さらに初めての試

みとしてナイト説明会（保護者の仕事が終わってからの説明会）を開

催しております。また入試では特進5回目を実施しています。日本学

園中学校の結果は以下の通りです。4月からは溢れんばかりの夢と希

望を持った頼もしい新入生が日本学園の校門をくぐります。梅窓会は

心から彼らを歓迎し、応援していきます。

昭和初期、明大前駅は影も形も無かった
日本学園は昭和11年（1936年）10月18日から新宿淀橋から現在の松原の

新校舎に勉学の地を移し現在に至っていますが、OBの皆さんが3年間あ

るいは6年間お世話になった明大前駅は昭和初期発行の東京世田谷松原

地域の古い地図を見てみますと明大前駅は、まだ影も形もありません。

左の地図ではまだ井の

頭線も開通しておらず、

京王線（旧京王電気軌

道）は代田橋駅の次は

「松原駅」という駅が

今の明大前駅より少し

西側に存在し、次の駅

が下高井戸駅となって

おります。さらに下の地図は井の頭線がやっと開通しましたが、明大

前駅はなく現在の明大前駅よりやや北側に「西松原駅」が出来ており

ます。すでに東松原駅がありましたので西松原駅という駅名にしたも

のと思われます。その後昭和10年（1935年）にこの松原駅と西松原駅

を合体させ明大前駅としたようです。そして明大前駅が出来て1年後

の昭和11年に日本学園は新宿淀橋から現在の松原の地に移ってきたこ

とになります。

※資料によりますと、明大

前駅は大正2年（1913年）

京王電気軌道の火薬庫前

駅として開業。大正6年

（1917年）松原駅に改称

し、昭和10年（1935年）

に明大前駅に改称、現在

に至っています。

昭和42年卒 同期会開催～岡田晃忠先生を偲ぶ 昭和38年卒 同期会『三八会』開催
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生が集まり、先生のご冥福を祈り、旧
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レポート：S42年卒 松井啓真氏
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した。こうやって日本学園の看板を背
負って戦っている頼もしい後輩たちで
す。ＯＢの皆さん、どうか会場に足を
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がっていきます。文武両道の日本学園
です。ひとりでも多くの日学ファンの
声援をお願いいたします。

今年の梅窓会総会は６月に開催 長い歴史を誇る日本学園には沢山の同窓会があちこちで開かれております。学友や試験、部活動の思い
出、恩師の思い出など多感な年代を日本学園で過ごしたそれぞれの思い出を各人の近況報告等を交えて
語り合い旧交を温めております。併せて部活動を側面から応援するOB達、同窓会を支えるOB組織であ
る梅窓会運営委員の活動もご紹介いたします。　

同窓会・梅窓会
フラッシュ

正面玄関で記念撮影

熱心に応援してくださるバスケ部ＯＢと梅窓会運
営委員有志

日本学園生徒会は1954年

（昭和29年）5月8日に結成

され、昨年で60周年を迎え

ました。梅窓会では昨年6

月の『総会・懇親会』に、

顧問の増山先生と第60代、

61代の生徒会生徒4名を迎

え、この慶事を盛大にお祝

いしました。そしてこの度、

記念品として制作していた

『生徒会結成 60周年記念盾』が完成。副会長宮原氏が校長室を訪問

し、小岩校長へ贈呈いたしました。

楯にはスクールカラーの『紫紺』で本染めしたミニ校旗と記念写真、

プレートが組み込まれています。記念写真は初代生徒会長の田尻氏と

副会長の安藤氏、第60代・61代の生徒会の諸君と校長先生、梅窓会

OB代表が一堂に介した貴重な

ショットです。生徒会の後輩

諸君、これからも日学生の誇

りを胸に、学園の新しき歴史

を拓くリーダーとして、さら

なる活躍を期待しています。

日本学園生徒会結成60周年。母校生徒会に『記念楯』を贈呈

渡辺克夫先生御夫妻を囲んで

岡田晃忠先生の遺影を囲んで先生のご冥福を
祈り、旧交を温めました

梅窓会副会長宮原氏が校長室を訪問し、小岩校長へ
60周年記念盾を贈呈いたしました

昨年６月に行われた梅窓会総会にて
初代生徒会長 田尻氏より、現生徒会副会長へ目録贈呈いたしました

昭和 29 年７月、生徒会
発足を伝える日本学園新
聞「倶進」第 27号

（昨年の総会）

大東京市区分地図（昭和９年 雄文館発行）

新大東京全図（昭和７年 文彰堂編集部発行）

2015 年度、日本学園中学校の入試応募倍率

SS特進 1回／ SS特進適性検査：4.2 倍

SS特進 2回：1.1 倍 SS 特進 3回：1.4 倍

SS特進 4回：2.5 倍 SS 特進 5回：3.4 倍

日本中学校の校友会委員章バッチ 日本中学校の剣道部バックル

Baisoukai Today



会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
◆年会費 4,000円 毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。
◆終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

梅窓会では会報・ブログ等に皆様の近況や同窓会・同期会、同窓生同士の旅
行記事等を掲載いたします。記事投稿をご希望の方は毎月第2土曜日（8月除
く）午後2時～4時に運営委員会までお電話をお願いします。またパソコン＆電
子メールを活用されている方は、「梅窓会ブログ」内メールで直接記事を投稿す
ることも可能です。あなたの情報をお待ちしています。

会費納入はカンタンです！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。

＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
梅窓会 広報部会

検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

検索梅窓会ブログ

同窓会情報＆投稿記事・募集中！

昭和14年3月1日発行の「講談社の絵本　明治・大正　偉人絵話」

カラー印刷、全88ページを手に入れました。小学生を対象にした

絵本で、当時は沢山このような絵本が町の本屋で売られ子供達に

は大変人気がありました。テレビもゲームも携帯、ネットもない

時代で子供たちは絵本や漫画本によって世の中のいろいろな情報

を得ていました。

巻頭にはこんな紹介があります。「日本が特に目覚ましい発展をし

た明治から大正の御代にかけて……（途中略）……学問をすすめて

くださった偉い人たちの御恩は、いくらお礼を言っても言い切れま

せん。」この文を読んでピンときた日本学園卒業生の方は多いので

はないでしょう

か。パラパラと

絵本をめくると

教育関係では慶

應義塾大学の福

沢諭吉、早稲田

大学の大隈重信

と並んで日本学

園の創立者杉浦

重剛先生も名を

連ねているではないでしょうか。

日本の教育の礎を創った人の中

に東宮御学問所において皇太子裕仁親王（昭和天皇）に倫理を御進

講する担当に大抜擢された杉浦重剛先生がしっかりと紹介されてい

るのです。

中を開くと当時の一流の画家が腕を振るって偉人たちを描いており

ます。（杉浦重剛先生は洋画家吉邨二郎（よしむらじろう）よって

描かれております。）生まれた人の順に紹介されており、ざっと選

ばれた偉人を紹介いたしますと、勝海舟、大村益次郎、岩倉具視、

西郷隆盛、大久保利通、木戸孝允、福沢諭吉、岩崎弥太郎、井上馨、

三条実美、板垣退助、大隈重信、渋沢栄一、伊藤博文、大山巌、新

島襄、陸奥宗光、桂太郎、寺内正毅、児玉源太郎、杉浦重剛、小村

寿太郎、後藤新平など31

名の偉人が紹介されてお

ります。

日本学園が創立130年を

迎える新年にあたり、と

ても嬉しい絵本の紹介を

させていただきました。

S44年卒　中村　隆

学校法人日本学園　榎本龍幸理事

長は自宅で静養されておられまし

たが、昨年12月初め緊急入院され、

12月11日午前8時7分脳出血の為急

逝されました。享年75歳。

葬儀は上野の寛永寺輪王殿で16日

に通夜、17日に告別式が榎本家と

日本電設工業（株）の合同葬として執り行われました。JR・旧国鉄

関係者を始め本校関係者など多くの方々がお別れに参列されました。

ご冥福お祈りいたします。

榎本理事長は本校在学中には軟式テニス部で活躍され、昭和32年に

卒業されました。卒業後もテニス仲間との付き合いを続けられてい

ました。（関連記事 Baisoukai Today VOL.1に掲載）

その後日本大学工学部電気工学科へ進まれ、卒業と共に日本国有鉄

道（国鉄＝現JR）に入社され、全国で活躍されました。昭和62年4月

のJR民営化にあたって当時北海道で勤務されていました榎本さんは

東日本鉄道会社（JR東日本）初代の松田社長の勧めで、JR東日本の

発足に取締役総合企画本部経営管理部長として参画されました。平

成2年常務取締役総合企画本部長、平成4年常務取締役東京地域本社

長を歴任されました。　

平成6年からは日本電設工業株式会社の代表取締役副社長、翌年代表

取締役社長となられました。平成14年代表取締役会長、相談役など

の要職を歴任されました。その後は国鉄・JRのOB会会長や社団法人

「日本の伝統を守る会」の理事長など多方面で活躍されました。

それらの要職の傍ら平成9年から母校の日本学園の評議員を務められ、

平成18年からは前任の佐川弘理事長の後任とし

て、理事長に就任され改革の真っ直中での訃報

に接しました。

後任の理事長には、理事長代行をされています

堀内優憲理事が就任されました。

子供達にも大人気だった杉浦重剛先生

若手OB・在校生活躍

本校 榎本龍幸理事長が急逝

講談社の絵本　明治・大正 偉人絵話

絵本には日本の教育の礎を創った教育者として慶應義塾大学の福沢諭吉、早稲田大学の
大隈重信と並んで日本学園の創立者杉浦重剛先生も偉人として紹介されています。

講談社の絵本　明治・大正 偉人絵話

杉浦重剛先生紹介のページ

同窓生を囲んで梅窓会総会での１コマ
（中央が榎本理事長）

堀内優憲　新理事長

慶應義塾の福沢諭吉 早稲田の大隈重信

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には、多彩な分野で活躍する日校健児が沢
山おります。このページでは新しいステージで奮闘する若手ＯＢ、文武両道で母校を
リードする在校生にスポットを当てて紹介いたします。

佐山こうた（平成12年卒・柔道部OB）　ジャズピアニスト

日本学園柔道部出身でピアニストという異色の経歴の持ち主、佐山こうた氏

平成12年度卒業の佐山こうた氏は、16才より独学でジャズの勉強を始め日本学園高校卒業、ボストン

のバークリー音楽院に入学。音楽理論の基礎を学ぶ。2004年から日本で活動開始。稲垣吾郎、相川七

瀬、倉木麻衣、はるな愛など様々なアーティストのピアノを担当し、CD制作のディレクターも務める

など多方面で活躍中です。今年6月には女優渡辺えりの還暦記念コンサートツアーや作詞家売野雅勇

（2億4千万の瞳、ジュリアに傷心など）プロデュースによるロシア人シンガーユニット「MAX 

LAXURY」の赤坂BRITZライブなど、見応えのあるライブが控えています。今年の活躍にもどうぞご期

待下さい！

「トライアスロン強化拠点」として、全国の中高から唯一選ばれました。
日本学園の運動部で今熱い注目を集めているのが「トライアスロン部」です。スイム・バイク・ラ

ンを連続で行い、その合計タイムを競う競技。高校生はスイム750m、バイク20km、ラン5km（オリ

ンピック正式競技距離の半分）。中学生はさらにその半分です。明治大学や各トライアスロン連合

などとも合同練習をしながら、全国大会に出場を目標にしています。ジュニアオリンピック代表選

手と競り合うだけでなく、最近は脅かす存在になりつつあります。2014年度から日本トライアスロ

ン連合により「トライアスロン強化拠点」として、全国の中高から唯一選ばれました。トライアス

ロンをやりたくて本校を受験したいという中学生も増加傾向とのことです。期待の運動部です。

日本学園 サッカー部、新人戦強豪多摩大目黒高校を破って優勝! 
去る12月23日、日本学園サッカー部は第6地区の新人戦で多摩大目黒高校と決勝戦で対戦し、見事

優勝。優勝カップを持ち帰ることができました。新チームはまだまだ発展途上ですが、これから

試合ごとにグングン実力を付けてくるのは間違いなく実に楽しみなチーム。次戦は4月の関東大会

都予選。各地区（全8地区）から勝ち上がってきた強豪チームが相手です。皆様の絶大な応援をお

願いいたします。

為替株式学習部、「ヤマト運輸高校生経営セミナー」全国大会決勝戦に出場！
世界情勢から為替レートを予想したり、株式購入体験を通して社会とのつながりを学んだり、経済

にかかわるいろいろなコンテストに出場しながら知識を深める大変ユニークな部活動です。日本経

済新聞社主催学生円ダービー、野村証券主催ストックリーグ、りそな銀行主催エコノミクス甲子園、

ジュニアアチーブメント主催の知の甲子園などの大会に参加しており、様々な賞も獲得しており

着々と実力を付けております。また専修大学や麗澤大学など大学が主催する経営コンテストなどに

も積極的に参加、大学に入学してからの講座も体験しております。いま部員が取り組んでいるのは

「ヤマト運輸高校生経営セミナー」です。東日本地区予選を勝ち抜き2月の決勝戦に進むことが決ま

りました。ぜひ良い結果報告を持ち帰って欲しいものです。

沖縄「とまりんフェスタ2013」でのライブ。
キーボードを弾く佐山こうた氏（左から二人目）

ヤマト運輸株式会社の担当者（左側の二人）と
の勉強会で的確なアドバイスを受ける部員達

新人戦で優勝カップを手にして喜びのポーズ

※主な実績：学生円ダービー　優勝（2007年）、ユニーク賞（2001年）。ストックリーグ　敢闘賞（2006年）。麗澤大学企業経営チャレンジ　優秀賞（2012年、2011年）。
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